
専門分野

病理学的検査

開講時期 ３年　後期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

チェック欄

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

病理検査学 1単位
（１６時間）

国試対策　＊病理組織標本作製の手順（固定～薄切） 凍結切片標本作製

◆実務経験の内容
1981年12月臨床検査技師国家資格取得、1982年4月長崎大学歯学部附属病院（現長崎大学病院）より2010年6月末まで勤
務、その間臨床化学検査、臨床生理機能検査、輸血検査、血液凝固検査、微生物検査、一般検査、病理組織検査（細胞診検
査）に従事した。また、医学部学生ポリクリ指導、臨床検査技師臨地実習指導等も行った。その後、2010年７月より島根大学医
学部助教、2012年 1月島根大学医学部助教（学内講師）として2021年3月まで勤務。この間、病理組織学的研究（細胞診断学）
を行ってきた。

◆授業の目的・目標
病理検査学の全体的な復習を行い、国家試験合格を目指す。

◆授業の概要・授業方針

①病理検査学実習（組織及び細胞診）の復習、病理学総論、各論の復習。
②国家試験形式の問題で実践力を養う。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

最新臨床検査学講座（医歯薬出版株式会社）*病理学/病理検査学
染色法のすべて（医歯薬出版株式会社）
細胞診を学ぶ人のために（医学書院）

出席状況・卒業認定試験

単位数

国試対策　＊病理組織標本作製の手順（固定～薄切） 凍結切片標本作製

国試対策　＊一般染色

国試対策　＊特殊染色

国試対策　＊免疫組織化学的染色ほか

授業計画

秀島　克巳

国試対策　＊電子顕微鏡、病理解剖、病理検査業務の管理

国試対策　＊細胞診

国試対策　＊まとめ

区分３３ 授業科目名


